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長の内藤先生と前室長の松岡先生に，それぞれ室長就任・退任のご挨拶をご寄稿いただ
きました。
　本号では，論文と判例評釈をご寄稿いただきました。
　松岡先生には，「カナダの投資者保護基金制度について──その運用技術を中心に」と
いう論文をご寄稿いただきました。証券会社等の仲介業者の破綻リスクは，投資者の自
己責任原則の範囲外とされ，日本では投資者保護基金制度が金融商品取引法において構
築されていますが，カナダでは「カナダ投資者保護基金（CIPF）」が証券業者等の経営破
綻において投資者に保障を実施することで，証券市場を支える事業者の経営破綻という
懸念に備える制度となっているとのこと。論文では，カナダの CIPF の検討を通して，日
本の法制度への示唆を探られています。バブル崩壊後としては空前の株高騰となってい
る昨今ですので，投資者保護のあり方について考えさせられる機会となりました。
　前田修志先生からは，「新設分割と同時に行う剰余金配当の否認の可否」として，判例
評釈をご寄稿いただきました。分割会社の全債権者に異議申述権が認められる分割型会
社分割に関して，分割会社の残存債権者保護のために民事再生法上の否認権の行使が認
められるか否か争われた事例をもとに，分割型会社分割における債権者異議手続の意義
や，他の救済手段による債権者保護の要否について論じられた判示事項の検討をされて
います。この分野とは縁遠い私ですが，近年の会社におこっている様々な問題について
考えさせられました。
　末筆になりましたが，室長改選と同時に，事務局も代わりました。長年にわたり事務
局をつとめられた森住信人先生，本当にお疲れ様でした。新たに事務局になりましたの
は，法学部で日本法制史を担当しております坂誥です。評議員会や総会の開催，予算の
執行など，右も左もわからない状態で動いております新事務局ですが，どうぞよろしく
お願い申し上げます。
　お忙しいところご寄稿いただきました執筆者の先生方にあらためて御礼申し上げま
す。今後も皆さまのご協力をいただきながら，室報を刊行させていただきたいと思って
おります。ご指導・ご鞭撻，そして多くのご寄稿の程，どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。　 　〔事務局　坂誥智美〕
